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■ 学歴                                      

 
■ 学位                                      

 
■ 研究分野                                    

 
■ 研究キーワード                                 

 
■ 研究課題                                    

 
■ 担当授業科目                                  

 
■ 授業を行う上で工夫した事項                           

※ 助教・助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項 

１． 県立広島大学大学院総合学術研究科（修士課程） 修了 

１． 2016年 修士（保健福祉学） 

１． 保健学 
２．  
３．  

１． 児童生徒の健康 
２． 学校保健 
３． 養護教諭 

１． 養護教諭の実践に基づく理論の構築について研究 
２． 養護教諭の感染症に対する保健管理についての研究 

１． 基礎看護技術（前期）（福祉学科） 必須（養護教諭一種免許取得）  
２． 看護学（後期）（福祉学科）    必須（養護教諭一種免許取得） 
３． 地域保健学Ⅰ（後期）（福祉学科） 必須（養護教諭一種免許取得） 
４． 教職実践演習（後期）（福祉学科） 必須（養護教諭一種免許取得） 
５． 看護臨床実習（通年）（福祉学科） 必須（養護教諭一種免許取得） 
６． 養護実習（通年）（福祉学科）   必須（養護教諭一種免許取得） 
７． 養護実習事前事後指導 ４年生対象（三期）（福祉学科） 必須（養護教諭一種免許取得） 
８． 養護実習事前事後指導 ３年生対象（三期）（福祉学科） 必須（養護教諭一種免許取得） 
９． 専門研究Ⅰ（通年）（福祉学科）  選択 
10．  

１． 授業科目名【基礎看護技術】 
基礎看護技術について、養護教諭として必要な基礎的看護技術と、児童生徒に身体的健康問題が生



 
■ 学会における活動                             

じた場合の援助方法について、講義による解説と技術の演習を行った。写真や図、実物例を示し、医
療機関や保健室で使用している機器を用いて実践的な演習を工夫した。看護技術の習得のため、確認
問題、動画紹介、及び自主練習期間を別途に設け、また、実技試験による確認をおこなった。 

２． 授業科目名【看護学】 
看護学について、概論を解説し、養護教諭の力量としての看護観を培えるよう学校保健に関連して

考察を加えた。症状別の看護を解説し、援助の根拠を持して学校での実践の基礎を学習した。現代的
な健康課題に対応して図書や新聞記事等の探索、養護教諭として適切に医学情報の収集と整理、伝達
するため代表的な疾患を題材にプレゼンテーション演習等のアクティブラーニングを実施した。 

３． 授業科目名【地域保健学Ⅰ】 
地域保健学について、概論を解説し、関連する養護教諭の職務と考察を加えた。外部講師を招き、

主に母子保健活動と感染症の保健活動の実際を学んだ。ICT を活用して、模擬フィールドワークに
よる地域診断と、感染症の流行調査と分析、及びプレゼンテーションによる演習のアクティブラーニ
ングを実施した。地域保健活動をふまえた学校保健活動について考察ができるよう工夫した。 

４． 授業科目名【看護臨床実習】 
 看護臨床実習について、講義と演習では、看護学の知識と技術の実践化、さらに学校での実践の具
現化を目指した。医療機関での看護実習では、医療と看護の実際を体験的に学び、看護の基本を習得
し、学校保健の在り方や養護教諭の役割を見出せることを目指した。主体的に実習に取組み、看護の
理解が深まる指導助言を心掛け、さらに、個別及びグループワークによる学びの整理をおこなった。 

５． 授業科目名【養護実習事前事後指導】 
養護実習事前事後指導について、養護実習の準備を整え心構えができるとともに、実習の学びの整

理を追求的におこなった。実習前は実習校での学校教育活動と保健室運営の参与に必要な知識と技
術を身につけるよう演習を工夫した。実習後は体験を通して修得した事項や課題について学生相互
の意見交換等をとおして省察的整理や定着化を図り、養護実習報告会で学びの整理をおこなった。 

６． 授業科目名【養護実習】 
養護実習について、養護教諭として必要な態度を養い、学校保健の推進と実践力の修得を目指し

た。実習計画は実習校の重点的な保健活動と期間中の行事等を考慮し、機会のない実習項目は、講話
や資料を通じて学習できるよう事前、事後に指導した。実習中の質問等には、メールで迅速かつ詳細
に対応した。学校訪問を行い、実習状況に応じた指導助言と質問等の対応をおこなった。 

７． 授業科目名【教職実践演習】 
教職実践演習について、教職課程での学修を振り返り、養護教諭としての使命感、保護者や地域へ

の責任、信頼される学校づくり等の課題について考える機会となることを目指した。各演習テーマに
ついて、グループワークや討議・発表といった演習形式で学習し、養護教諭の実践的技能と資質・能
力の向上を目指した。理想の養護教諭像を検討し、教職課程の学びの整理をおこなった。 

８． 授業科目名【専門研究Ⅰ】 
児童生徒の健康課題について、学生の興味のある題材を中心に先行研究等の文献検索を行い、ディ

スカッションをとおして考察を深めた。意欲的に研究に取り組めるよう、各自で考えた研究テーマを
設定して、研究を支援した。学校での実践事例の紹介や文献の読み解きなど、児童生徒の健康課題と
養護教諭の職務についての理解が深まるように取り組んだ。  



 
■ 研究業績等に関する事項（2023 年度）                       

 加入時期 所属学会等の名称 役職名等（任期） 
１． 2014年 4 月～現在に至る 日本学校保健学会  
２． 2016年 4 月～現在に至る 中国・四国学校保健学会  
３． 2017年 4 月～現在に至る 日本不安症学会  
４． 2018年 4 月～現在に至る 日本教育保健学会  
５． 2018年 4 月～現在に至る 全国養護教諭サークル研究協

議会 
 

６． 2019年 4 月～現在に至る 日本公衆衛生学会  
７． 2019年 4 月～現在に至る 日本疫学会  

 発行又は 
発表の年月 

著書、学術論
文等の名称 

単著・ 
共著の別 

発行所、発表雑
誌等又は発表学
会等の名称 

概 要 

（著書） 
１．      
２．      
３．      
（学術論文） 
１．      
２．      
３．      
（翻訳） 
１．      
２．      
３．      
（学会発表） 
１． 2023 年 11

月 11 日 
養護教諭の
相談による
支援に関す
る実践論の
探究 

 共 第 69 回日本学
校保健学会学術
大会 
（於 聖心女子
大学） 

①養護教諭の 40 年間の実践記録をもと
に、相談による支援に関して教訓となる
要素を抽出し、養護教諭の相談による支
援の実践基盤となる養護教諭の考え方
の概要を検討した。 
② 共同発表者名：富山芙美子、新開奏
恵、中森あゆみ、有間梨絵、川井幸子、 
小林央美 
③第 69 回日本学校保健学会学術大会集
録（p.143） 

２．      
３．      



 
■ 外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む）      

 

 

■ 社会における活動                                

 
■ 学内における活動等（役職、委員、学生支援など）                 

 

（１） 共 同 研 究 
 研 究 題 目 交付団体 研 究 者 

○代表者（ ）内は学外
者 

交付決定額 
（単位：円） 

１． 感染症の流行予測に基づく
養護教諭の保健管理モデル
の展開 

日本学術振興会科学
研究費助成事業 
基盤研究(C) 

〇 増本由紀子 
（川﨑裕美） 
（恒松美輪子） 

4,680,000 

２．     
３．     

（２） 個 人 研 究 
 研 究 題 目 交付団体 交付決定額 

（単位：円） 
備 考 

１．     
２．     
３．     

 任   期 
期 間 等 

団体・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１．    
２．    
３．    

 任   期 
期 間 等 

会議・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１． 2023年 4 月～現在に至る 学生個人情報保護委員会  
２． 2023年 4 月～現在に至る アドバイザー 

（福祉学科１年生・３年生） 
 

３．    


